
ＣＳＦ（豚コレラ）の発生が継続しています！ 
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中丹家畜衛生情報 Ｎｏ．１－４４   ２０１９年１１月発行 

①症状が現れにくい場合がありますので、異常を見逃さぬよう毎日の丁寧な健康観察を

お願いします。 

②飼養場所に立ち入る時は、専用の服や長靴を着用し、消毒を念入りに行ってください。 

③柵などを設置し、野生いのしし等の野生動物との接触を防ぐとともに、飼養場所周囲

への消石灰の散布を念入りに行ってください。 

◆豚、いのしし飼養農場など（９府県） 
  発生農場 ４９農場 
  関連農場 ４０農場 
  殺処分頭数 １５０，０５７頭 

ＣＳＦ発生状況 

 飼養衛生管理の再徹底をお願いします。 

ＡＳＦ（アフリカ豚コレラ）の侵入にも注意！ 
ＡＳＦ発生状況 

◆野生いのしし（１２県） 
  陽性確認頭数 １，１８７頭 
（京都府の隣接県（滋賀県や三重県） 
でも確認されています。） 



海外ではＡＳＦ（アフリカ豚コレラ）の発生も 
拡大しています 

異状に気づいたら直ちに通報しましょう！ 

写真出典：国立研究開発法人農業食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門 

詳細情報はこちら（農林水産省HP） アフリカ豚コレラについて： 

東アジア各国でＡＳＦの発生が拡大しています。また、本年９月には韓国でも発生及び拡
大が確認されており、侵入リスクが高い状況が続いています。 

病状は多岐に渡り、甚急性、急性、亜急性、慢性の症状を示す。 
甚急性では突然死亡、急性では発熱（40～42℃）、皮下出血、脾臓の腫大、 
鮮血便、チアノーゼ等を呈し、死亡率は100％に近い。 

これらの症状すべてが一度に見られるわけではありません 
普段と違うと感じたらすぐに当所まで連絡をお願いします 

ＡＳＦ 
2018年8月以降 

中国、韓国等で発生 

病状は多岐に渡り、甚急性では突然死亡、 
急性では発熱が見られます。 

 

突然の死亡 

写真出典：The Pirbright Institute 

鮮血便 

紫斑（チアノーゼ） 

易出血性 
（出血しやすく、止まりにくい） 

写真出典：国立研究開発法人農業食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門 写真出典：USDA APHIS Plum Island Animal Disease Center 

      京都府中丹家畜保健衛生所    福知山市字半田371-2 
ＴＥＬ 0773-25-1860    ＦＡＸ 0773-25-1861（休日・夜間は転送されます） 



□ 部外者の立入制限

□ 農場出入り時の消毒確認（車両、人、物）

□ 衣服、長靴交換

□ ネズミ駆除、消石灰散布

□ 野生動物侵入防止対策（防護柵、防鳥ネット）

□ 整理、清掃、豚舎の戸締まり

飼養衛生管理を毎日点検

豚舎周囲と衛生管理区域境界部に２ｍ幅で消石灰を散布しましょう!!

(別添２）


